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１  平成２６年度当初予算要求規模 

○当初予算（一般会計） 

○予算内訳（費目別内訳） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２６年度土木部当初予算案額  ２，９２０億５，４４５万８千円 
 
 ・前年度土木部当初予算額 ２，４７４億８，６５４万２千円に対し、４４５億６，７９１万６千円の

増、対前年度比１１８．０％ 
                                         
 ・平成２６年度県当初予算案額 １兆７，１４５億１３百万円に対する土木部当初予算額の 
  構成比率は１７．０％ 

  予算額 対前年度比（差額） 対前年度比（率） 

復興・再生事業 

公共事業費 １，５８０億１，１７１万１千円 ４７１億１，３３８万９千円 １４２．５％ 

  

一般公共事業費 ６３６億９，０３６万６千円 １５２億１，７４７万４千円 １３１．４％ 

県単公共事業費 ９４０億  １３４万５千円 ３１８億９，５９１万５千円 １５１．４％ 

維持補修費 ３億２，０００万   円 ０円 １００．０％ 

一般事業費 ３３９億５，４２４万２千円 △７９億６，６４１万７千円 ８１．０％ 

     計 １，９１９億６，５９５万３千円 ３９１億４，６９７万２千円 １２５．６％ 

通常事業 

公共事業費 ７４５億７，４９１万４千円 ２２億５，７７１万６千円 １０３．１％ 

  

一般公共事業費 １７３億７，０２５万３千円 １４億７，５２９万７千円 １０９．３％ 

県単公共事業費 ４４４億９，９３３万３千円 △３億７，９６６万   円 ９９．２％ 

維持補修費 １２７億  ５３２万８千円 １１億６，２０７万９千円 １１０．１％ 

一般事業費 １６６億１，１７６万５千円 ３１億６，８６５万５千円 １２３．６％ 

義務的経費 ８９億  １８２万６千円 △５４２万７千円 ９９．９％ 

     計 １，０００億８，８５０万５千円 ５４億２，０９４万４千円 １０５．７％ 

復興・再生事業＋通常事業 

公共事業費 ２，３２５億８，６６２万５千円 ４９３億７，１１０万５千円 １２６．９％ 

  

一般公共事業費 ８１０億６，０６１万９千円 １６６億９，２７７万１千円 １２５．９％ 

県単公共事業費 １，３８５億   ６７万８千円 ３１５億１，６２５万５千円 １２９．５％ 

維持補修費 １３０億２，５３２万８千円 １１億６，２０７万９千円 １０９．８％ 

一般事業費 ５０５億６，６００万７千円 △４７億９，７７６万２千円 ９１．３％ 

義務的経費 ８９億  １８２万６千円 △５４２万７千円 ９９．９％ 

   合   計 ２，９２０億５，４４５万８千円 ４４５億６，７９１万６千円 １１８．０％ 

1



  ９４７億円 

1.057 

 平成２６年度土木部予算要求規模 

１，００１億円 

１，９２０億円 

（単位：百万円） 

13,443 

通
常
事
業 

復
興
・再
生
事
業 

平成２６年度当初予算 
２，９２１億円 

県単公共 

一般公共 

8,907 

72,317 

17,370 

74,574 44,499 

16,612 

94,001 

63,690 

県単公共 

一般公共 

維持補修 11,543 

44,879 

一般事業 

公共事業 

義務的経費 

12,705 

8,902 

33,954 

158,011 

一般事業 

公共事業 

1.256 

15,895 

１，５２８億円 

平成２５年度当初予算 
２，４７５億円 

公共事業 

48,473 

62,105 

41,921 

維持補修 

110,898 

 320 

公共事業 

 320 

前年度比 
１．１８ 
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１　予算要求・編成の基本方針

２　重点事項

Ⅰ 東日本大震災及び原子力災害からの復興・再生に関する事項

Ⅱ 県土づくりプランの３つの柱

　そこに暮らす人々が、共に生きる喜びを分かち合えるよう、独自の文化や風土、歴史、地域資源など
に配慮しながら、地域の方々と共にまちづくりや地域づくりに取り組むほか、すべての人が、快適に生
活できるよう、生活空間の改善や施設整備を進める。
　また、再生可能エネルギーの活用や自然環境の保全に積極的に取り組む。

　避難者の生活再建等に向け、市町村と連携しながら、復興公営住宅の整備や空き家の活用支援な
ど、生活の基本となる居住の安定の確保を図る。
　また、災害に強く安全・安心なまちづくりを推進するため、民間住宅の耐震改修を進める。

　東日本大震災により被災した公共土木施設等の早期復旧に取り組む。

　津波被災が甚大であった沿岸部の地区について、市町のまちづくりと整合を図りながら、海岸堤防
や防災緑地、河川の津波対策等、防災機能の強化を推進する。

　避難解除等区域における避難者の帰還、環境再生、産業復興等の取組を支援するため、ふくしま復
興再生道路を始めとする本県の復興の基盤となる道路の整備や小名浜港などの物流拠点の整備を
推進する。

　下水汚泥の減容化など、放射性物質に汚染された廃棄物の適切な処理に向け、着実な取組を進め
る。

　災害時の通行確保に向けた道路網の強化や、市街地の浸水被害の軽減など、自然災害に備えたソ
フト・ハード対策に取り組むとともに、県民の生活を支える社会基盤を次世代に引き継ぐため、既存施
設の長寿命化と適切な維持管理を計画的・戦略的に進める。
　また、積雪地域や過疎・中山間地域の暮らしを守るため、日常生活が安心して享受できるよう生活環
境の改善に取り組む。

(1)　安全で安心できる生活環境の確保

(2)　ふくしまの活力を支える社会資本の整備

(3)　思いやりにあふれたまちづくり・地域づくり

　広域的な連携・交流を支え地域の活力を高める道路整備や、国内外との物流拠点としての小名浜港
や相馬港の整備、県民生活の安全・安心を支える治水対策、良好な市街地形成を図る都市基盤の整
備など、ふくしまの活力を支える社会資本の計画的な整備を図る。

(5)　放射性物質に汚染された下水汚泥の適切な処理処分（環境回復プロジェクト）

(3)　津波被災地の復興まちづくり（津波被災地等復興まちづくりプロジェクト）

(4)　避難解除等区域の復興を支える道路や物流拠点の整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（県土連携軸・交流ネットワーク基盤強化プロジェクト）

　平成２６年度は、県民が復興を実感できるよう沿岸部における大規模な工事等の復旧・復興工事を着実
に進めていく。
　また、本県の復興を遂げて行くためには、被災地域だけでなく県内全域での人と地域の繋がりが大きな
原動力となることから、県土の将来を見据えた社会資本の整備を計画的に進めていく。
　このため、平成２５年に改訂した「ふくしまの未来を拓く県土づくりプラン」に掲げる復興・再生の５つの重
点施策及び、県土づくりの３つの柱に基づき当初予算を編成し、『ともに育む、風土が息づく美しい県土』
に向けた取組を更に進めることとする。

(1)　避難者等の居住の安定確保（人口減少・高齢化対策プロジェクト／生活再建支援プロジェクト）

(2)　公共土木施設等の復旧（津波被災地等復興まちづくりプロジェクト）

２  平成２６年度 当初予算要求方針 
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（単位　百万円）

資料番号
（右下の番号）

1

2

3

4

5

6

28 28

○

53,708 40,292 ○

H26当初 H25当初
復興・
再生

新規

Ⅰ　東日本大震災及び原子力災害からの復旧・復興に関する主要事業

(1)　避難者等の居住の安定確保（人口減少・高齢化対策プロジェクト／生活再建支援プロジェクト）

主な事業内容 事業名（取組）

空き家を活用した復興の促進
市町村による空き家の実態調査、被災者の
住宅再建や県内への移住のために実施す
る空き家改修費等の一部を補助する。

復興公営住宅の整備
原子力災害により、長期避難を余儀なくされ
ている方々の居住の安定を確保するため、
県が復興公営住宅を整備する。

住宅の二重ローン対策
震災発生時に既に住宅資金債務があり、震
災により新たに住宅建設・補修等の資金を
借り入れることとなった被災者に対し、残債
務の利子を補助する。

安全安心ふくしまの家づくりの推進
東日本大震災の教訓を踏まえ、災害に強く
安全・安心なまちづくりを推進するため、市
町村が木造住宅の耐震改修に補助する場
合、その費用の一部を補助する。

公共土木施設等の災害復旧
（東日本大震災）
東日本大震災により被災を受けた公共土木
施設等の復旧を行う。

◆空き家・ふるさと
復興支援事業

【建築指導課】

◆復興公営住宅整
備促進事業

【建築住宅課】

◆住宅復興資金（二
重ローン）利子補給
事業

【建築指導課】

31,961

建設副産物の再利用を促進、
復旧・復興事業を加速化
沿岸部の災害復旧工事等から発生する膨
大な建設副産物（コンクリート塊等）の処理
について、県が移動式破砕機の運転業務を
委託し、再利用可能な材料を製造すること
により、効率的にインフラ復旧・復興事業を
進める。

◆インフラ復旧・復
興事業加速化プロ
ジェクト事業

【技術管理課】

○ ○100

300120

45,029

○

○59 283

○

(2)　公共土木施設等の復旧（津波被災地等復興まちづくりプロジェクト）

◆安心耐震サポート
事業

【建築指導課】

◆公共災害復旧事
業
　
【河川整備課】
【港湾課】

３ 平成２６年度の土木部主要事業 

4



（単位　百万円）

資料番号
（右下の番号）

7

8

9

10

11

12

13

主な事業内容 H26当初 H25当初
復興・
再生

新規 事業名（取組）

◆交付金事業（海
岸）（再生・復興）、
交付金事業（港湾）
（再生・復興）、
交付金事業（漁港）
（再生・復興）による
海岸堤防の整備
【河川整備課】
【港湾課】

◆交付金事業（河
川）（再生・復興）に
よる河川堤防の整備

【河川整備課】

◆復興交付金事業
（道路）、
交付金事業（道路）
（再生・復興）
生活拠点形成交付
金による道路整備
【道路整備課】

◆ふるさと帰還環境
づくり事業

【まちづくり推進課】

◆交付金事業（道
路）（再生・復興）、
交付金事業（道
路）、
復興交付金事業
（街路） による道路
整備
【道路管理課】
【道路整備課】
【まちづくり推進課】

509 ○

◆復興交付金事業
（市街地復興効果促
進）

【まちづくり推進課】

○○

○

20

5,703 1,213 ○

9,427 10,845

5,009

10,383 6,593

17,454

952 ○

津波被害を軽減する防災緑地の整備
東日本大震災を教訓に津波に強い地域づく
りを推進するため、津波被害を軽減する機
能を有する防災緑地を整備する。

市街地復興に効果を加え、復興を促進
市街地整備事業（土地区画整理事業、防災
集団移転促進事業等）など復興事業の効果
を促進するため、海岸避難誘導階段の整備
等を行う。

津波被害を軽減する海岸堤防等の整備
東日本大震災を教訓に津波に強い地域づく
りを推進するため、海岸堤防の無堤区間の
解消を図る。

津波被害を軽減する河川堤防等の整備
東日本大震災により被災した河口部の河川
堤防の嵩上げを実施し、浸水被害の軽減を
図る。

災害に強く安全で安心なまちづくりを
支える道路整備
災害に強く安全で安心なまちづくりを支える
ため、海岸堤防や防災緑地などと合わせ、
二線堤の機能も備えた道路を整備する。

ふるさとへの帰還を支援する
親水空間の整備
広野町浅見川において帰還支援の環境づ
くりとして、住民等が憩い・集える親水施設
の整備を行う。

再生・復興を支援する道路整備
東日本大震災等を踏まえ、災害に強い道路
ネットワーク構築を実現するため、浜通りと中
通りを結ぶ道路や津波被災地のまちづくり
等を支援する道路の整備を推進する。
また、落石対策等を進め、防災機能の強化
を図る。

◆復興交付金事業
（防災緑地）

【まちづくり推進課】

○

○

11,999

(3)　津波被災地の復興まちづくり（津波被災地等復興まちづくりプロジェクト）

(4)　避難解除等区域の復興を支える道路や物流拠点の整備（県土連携軸・交流ネットワーク基盤強化プロジェクト）
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（単位　百万円）

資料番号
（右下の番号）

14

15

16

17

18＋19

20

復興・
再生

新規 事業名（取組）

(5)　放射性物質に汚染された下水汚泥の適切な処理処分（環境回復プロジェクト）

主な事業内容 H25当初

◆緊急現道対策事
業

【道路管理課】

◆国際物流ターミナ
ル整備事業　など

【港湾課】

◆下水汚泥放射能
対策事業

【下水道課】

◆交付金事業（道
路）
【道路計画課】
【道路管理課】
【道路整備課】

◆交付金事業
（河川）、
河川災害関連費、
河川災害助成費、
特定緊急砂防等
事業　　など
【河川整備課】
【砂防課】

◆交付金事業（公
園）
【まちづくり推進課】

(1)　安全で安心できる生活環境の確保

H26当初

5,183

11,626

○

320

放射性物質を含む下水汚泥の
適切な保管と処分の推進
原発事故により放射性物質に汚染された下
水汚泥の外部搬出が滞っているため、下水
処理場内での適切な保管や減容化処理を
実施するとともに、外部搬出先の確保に取り
組む。

緊急的な迂回道路（現道）の対策
原発事故に起因する迂回交通による急激な
交通量の増加等が生じている路線におい
て、緊急的な現道対策を実施する。

港湾の整備と利用の促進
小名浜港・相馬港の取扱量の増大や船舶
の大型化、LNG受入基地建設に対応するた
め、国と共同で防波堤・岸壁・泊地・橋梁等
の整備やふ頭の埋立造成を行う。

地域間の連携・交流を支え
地域力を高める道づくり
地域間の連携交流を支える道路の整備等
により、地域の活力や安全・安心を支える。

○

6,779 8,403

Ⅱ　県土づくりプランの３つの柱

○

3,943

治水安全度を向上させる河川改修の推進
土砂災害から命を守る砂防設備の整備
平成２３年の新潟・福島豪雨や台風１５号に
より被災した河川、浸水被害が頻発している
河川や沿川に人家が密集している市街地河
川を優先的に整備し、治水安全度の向上を
図る。

すべての人にやさしい
快適で安全安心な生活空間の創出
公園施設における予防保全を図るため、長
寿命化計画に基づき、老朽化施設の計画
的な更新を着実に実施する。

12,253

387 451

7,890 3,715

320
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（単位　百万円）

資料番号
（右下の番号）

21＋22

23

24

25

26

27

28

H25当初
復興・
再生

新規 事業名（取組）

◆ふくしまから はじ
めよう。子ども未来創
造まちづくり事業

【まちづくり推進課】

H26当初

小名浜港周辺の新しいまちの魅力を創出
新しいまちづくりに向けて、小名浜港と周辺
施設等との連携のあり方を検討するため、既
存市街地と新たなまちを回遊させる社会実
験やシンポジウム等を行う。

地域資源を活かした地域づくり
本県の多彩な風土や観光資源、地域資源
の活用により持続的成長が可能な地域づく
りを図るため、地域団体・住民や市町村とと
もに交流人口の拡大に結びつく戦略を策定
し、各事業主体の役割分担のもと、ｿﾌﾄ･ﾊｰ
ﾄﾞ両面からの地域活性化を図る。

将来を担う子どもたちのまちづくりへの参画
高校生等が地域に愛着を持ち、将来にわた
り継続的に本県復興の担い手になることを
目的とし、地域の宝の発見やまちづくりにつ
いて考えるワークショップやフォーラムを実
施する。

◆小名浜の新たな
魅力創造事業

【まちづくり推進課】

◆土砂災害防災教
育事業（再生・復興）

【砂防課】

◆建築物耐震化
促進事業
【建築指導課】

◆交付金事業
（街路）、
街路事業
【まちづくり推進課】

◆元気ふくしま、地
域づくり交流促進事
業

【まちづくり推進課】

○

○

○ ○

7,630 6,960

◆道路維持補修事
業、河川海岸維持
管理事業などによる
適正な公共施設の
維持管理
【道路管理課】
【河川整備課】
【砂防課】
【港湾課】
【まちづくり推進課】

○13

交流とにぎわいを支える街なかの道づくり
良好な市街地形成を図るため、多様な機能
を有する都市内道路の整備に取り組む。

土砂災害防災教育の充実
土砂災害による人的被害の軽減と防災意識
の高い人材の育成を図る目的で実施してき
た出前講座の効果を高めるため、土砂災害
の現象と対策の模型を製作し、活用する。

主な事業内容

(3)　思いやりにあふれたまちづくり・地域づくり

2,407 2,604

3

○

304

(2)　ふくしまの活力を支える社会資本の整備

適正な維持管理
道路・河川などの社会資本の計画的・戦略
的な維持管理により、県民の安全・安心を確
保する。

大規模建築物等の耐震診断の促進
耐震改修促進法の改正を受け、不特定多
数の県民が利用する建築物等の耐震化を
進めるため、民間の大規模建築物等の耐震
診断への補助等を行う。

14

443 533

○

7



 １
．
空

き
家

実
態

調
査

支
援

（
補

助
）

 
 

 
市
町
村
が
空
き
家
の
実
地

調
査

を
行

う
場

合
、

 
 

 
調
査
に
要
す
る
費
用
の

一
部

を
補

助
し
ま
す
。

 
 ２
．
空

き
家

再
生

（
改

修
等

）
支

援
（
補

助
）

 
 

 
一
定
の
要
件
を
満
た
す
空

き
家

の
入

居
者

に
対

し
、

 
   

   
改
修
等
に
要
す
る
費
用
の

一
部

を
補

助
し
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
県
内

の
空
き
家

を
有

効
に
活

用
し
な
が

ら
、
ふ

く
し
ま
の

復
興
を
促

進
し
て
い
き
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
↓

 
  

 
 

 
   

   
○
被
災

さ
れ

た
方

々
の

住
宅

再
建

 
 

 
 

 
   

   
 ○

定
住

・
交

流
人

口
の

拡
大

 
 

 
 

 
   

   
 ○

地
域

の
空

き
家

問
題

の
改

善
 等

 

１
 

～
住

宅
再

建
や

定
住

促
進

の
た

め
の

空
き

家
活

用
を

支
援

し
ま

す
～

 

Ⅰ
－

（
１

）
 
避

難
者

等
の

居
住

の
安

定
確

保
 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
建

築
指

導
課

 
主

幹
 
川

音
 

 
（
 
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
5
2
2
 
県

庁
内

線
 

3
6
6
7
 
）
 

福
島

県
土
木
部

 

空
き
家
を
活
用
し
た
復
興
の
促
進
 

取
組
の
内
容

 

＜
空

き
家

入
居

者
＞

 
＜

県
＞

 

実
態

調
査

費
用

補
助

 

改
修

・
 

ﾘ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
等

 
費

用
補

助
 

１
 

空
き

家
調

査
 

支
援

 

２
 

空
き

家
再

生
 

支
援

 

実
施

事
業

 
＜

市
町

村
＞

 

県
・

入
居

者
と

の
連

絡
 

調
整

等
 

被
災

者
支

援
 

 
恒

久
住

宅
の

確
保

  

人
口

減
少

対
策

 
 

定
住

人
口

の
増

加
  

空
き

家
対

策
 

 
地

域
の

活
性

化
等

  

改
修

等
の

実
施

 

工
事

 
発

注
 

完
成

 
 

 
入

居
 

震
災
の

 
被

災
者

 県
内
へ
の

 
移

住
者

 

市
町

村
に

よ
る

 
調

査
結

果
の

 
有

効
活

用
！

 

空
き

家
 

実
態

調
査

 

主
な

 
事

業
 

効
果
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第
一
次
整
備
計
画
に
よ
る
３
，
７
０
０
戸

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目
標
： 
平
成
２
７
年
度
ま
で
に
入
居

 
 
第
二
次
整
備
計
画
に
よ
り
上
乗
せ
さ
れ
た
１
，
１
９
０
戸

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目
標
： 
 
平
成
２
７
年
度
以
降
早
期
入
居

 

 
第
二
次
福
島
県
復
興
公
営
住
宅
整
備
計
画
（
平
成

2
5
年

1
2
月
策
定
）
に
基
づ
き
、
県
営
と
市
町
村
営
を
合
わ
せ
て
、

全
体
で

4
,8

9
0
戸
を
整
備
し
ま
す
。

 

 
原

子
力
災
害
に
よ
り
長
期
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
々
の
居
住
の
安
定
を
確
保
す
る
た
め
、
県
が
復
興
公
営

住
宅
を
整

備
し
ま
す
。

 

ふ
く

や
ま
 

２
 

～
原

子
力

災
害

に
よ

る
避

難
者

の
た

め
の

復
興

公
営

住
宅

を
整

備
し

ま
す

～
 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 
目
標
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
建

築
住

宅
課

 
主

幹
 
村

井
 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
8
3
8
4
 
県

庁
内

線
5
3
3
4
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
予
定
箇
所

 
取
組
の
内
容

 

整
備

 
方
式

 
整
備
戸
数

 
用
地
取
得

 
造
成
費

 
測
量

 
試
験
費

 
建
設
費

 
備
考

 

県
営

 
４
３
９
０
戸

 

第
一
次

 
１
期
４
８
０
戸

 
Ｈ
２
４
 

Ｈ
２
４
 

Ｈ
２
５
～

 
Ｈ
２
６
.１
０
～

 
順
次
入
居
予
定

 

第
一
次

 
２
期
１
０
０
０
戸

 
Ｈ
２
５
 

Ｈ
２
５
 

Ｈ
２
６
～

 
Ｈ
２
６
第
４
四
半
期
～

 
順
次
入
居
予
定

 

第
一
次

 
３
期
１
７
２
０
戸

 
Ｈ
２
５
 

Ｈ
２
６
～

 
Ｈ
２
６
～

 
Ｈ
２
７
上
半
期
～

 
順
次
入
居
予
定

 

第
二
次

 
１
１
９
０
戸

 
Ｈ
２
６
 

Ｈ
２
６
～

 
Ｈ
２
６
 

以
降
予
定

 
（目

標
）Ｈ

２
７
以
降
の

 
早
期
入
居

 

代
行

 
第
一
次

 
３
２
７
戸

 
Ｈ
２
５
 

Ｈ
２
６
～

 
Ｈ
２
６
～

 
Ｈ
２
７
上
半
期
～

 
順
次
入
居
予
定

 

市
町
村

 
直
接
整
備

 
第
一
次

 
１
７
３
戸

 

合
計

 
４
８
９
０
戸

 

福
島

市
：
４
３
０
戸

 

会
津

若
松

市
：１

０
０
戸

 

郡
山

市
：
５
７
０
戸

 

い
わ

き
市
：
１
７
６
０
戸

 

二
本

松
市
：３

４
０
戸

 

南
相

馬
市
：９

０
０
戸

 

川
俣

町
：
１
７
０
戸

 

三
春

町
：
２
２
０
戸

 

そ
の

他
市

町
村

：
４
０
０
戸

 

合
計

：
４
８
９
０
戸

 

復
興

公
営
住
宅

 
完

成
イ
メ
ー
ジ

 

Ⅰ
-
(1

) 
避

難
者

等
の

居
住

の
安

定
確

保
 

復
興
公
営
住
宅
の
整
備
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東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
の

生
活
再

建
を
支
援
す
る
た
め
、
住
宅
の
復
興
に
係
る
負

担
を
軽
減
し
ま
す
。

 

３
 

～
被

災
者

の
生

活
再

建
に

向
け

て
二

重
ロ

ー
ン

の
利

子
相

当
額

を
補

助
し

ま
す

～
 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組

の
目
的

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
建

築
指

導
課

 
主

幹
 
紺

野
 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
5
7
6
4
 
県

庁
内

線
3
8
6
1
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
の
状
況

 

１
 
対
象
者

 
 

 
半
壊
以
上
の
住
宅
被
害
を
受
け
た
方
で
、

 
被
災
住
宅
に
５
０
０
万
円
以
上
の
債
務
が
あ
り
、

福
島
県
内
で
住
宅
の
新
築
・
購
入
・
補

修
の
た

め
、
新
規
に
５
０
０
万
円
以
上
の
融
資
を
受
け

る
方
。

 
 ２

 
支
援
の
内
容

 
 

 
既
存
住
宅
ロ
ー
ン
の
５
年
間
分
の

利
子
相

当
額
を
一
括
補
助
し
ま
す
。

 
 

取
組

の
内
容

 
被
害
住
宅
の
債
務

 
５
０
０
万
円
以
上

 

新
規
住
宅
の
債
務

 
５
０
０
万
円
以
上

 

５
年
間
の
利
子

相
当
額
を
補
助

 

半
壊
以
上

 

二
重
ロ
ー
ン

の
発
生

 

住
宅
再
建

 

Ⅰ
ー

（
１

）
 避

難
者

等
の

居
住

の
安

定
確

保
 

住
宅
の
二
重
ロ
ー
ン
対
策
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生
活
の
基
盤
と
な
る
住
宅
の
耐
震
性
能
の

向
上
を
図
り
、
安
全
で
安
心
で
き
る
住
ま
い
・

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

 

４
 

～
地

震
に

強
い

住
ま

い
づ

く
り

を
応

援
し

ま
す

～
 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
建

築
指

導
課

 
主

幹
 
川

音
 

 
 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
5
2
2
 
県

庁
内

線
3
6
6
7
）
 

福
島

県
土
木
部

 

木
造
住
宅
耐
震
化
の
流
れ

 

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

 

 ○
以
下
の
事
業
に
要
す
る
費

用
の

一
部

を
補

助
し
ま
す
。

 
 
（
補
助
対
象
は
住
民
に
対

す
る
補

助
を
行

う
市

町
村

）
 

  ①
耐
震
診
断
：
現
在
の
耐
震

性
能

を
確

認
す
る
も
の

 

 ②
補
強
計
画
：
補
強
の
内
容

を
明

ら
か

に
す
る
も
の

 

 ③
耐
震
改
修
：
必
要
な
補

強
工

事
を
行

う
も
の

 

取
組
の
内
容

 

ｽ
ﾃ
ｯ
ﾌ
ﾟ
①

 
耐

震
診

断
の

実
施

 

ｽ
ﾃ
ｯ
ﾌ
ﾟ
②

 
補

強
計

画
の

策
定

 

昭
和

5
6

年
5

月
3

1
日

以
前

に
 

建
築

さ
れ

た
木

造
住

宅
 

ｽ
ﾃ
ｯ
ﾌ
ﾟ
③

 
耐

震
改

修
の

実
施

 

現
行

耐
震

基
準

へ
の

適
合

 

県
民

の
安

全
・

安
心

の
確

保
 

地
域

に
お

け
る

防
災

性
の

向
上

 

耐
 

震
 

改
 

修
 

耐
 

震
 

診
 

断
 

＜
木

造
住

宅
耐

震
診

断
の

実
施

＞
 

＜
耐

震
改

修
事

例
：

筋
交

い
補

強
＞

 

耐
震

 
性

能
 

不
足

 
市

町
村

 

国
 

県
 

○
耐

震
診

断
等

 
 

技
術

者
派

遣
 

○
耐

震
改

修
 

 
費

用
の

補
助

 

Ⅰ
-
(1

) 
避

難
者

等
の

居
住

の
安

定
確

保
 

安
全
安
心
ふ
く
し
ま
の
家
づ
く
り
の
推
進
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○
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
【
河
川
や
海
岸
】
堤

防
の
復
旧
工
事
の
進
捗
を
図
り
ま
す
。

 
○
【
港
湾
・
漁
港
】
の
各
施
設
の
復
旧
工
事
の

進
捗
を
図
り
ま
す
。

 
 

 

○
【
河
川
や
海
岸
】
の
復
旧
で
は
、
堤
防
の

嵩
上
げ
や
、
津
波
な
ど
で
壊
れ
に
く
い
構

造
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
背
後
地
の
被
害

軽
減
を
目
指
し
ま
す
。

 
○
【
港
湾
・
漁
港
】
の
復
旧
で
は
、
被
災
し
た

施
設
の
復
旧
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

 
 

  
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
河
川
、
海

岸
、
港
湾
・
漁
港
施
設
な
ど
の
早
期
機
能
回

復
を
図

り
、
県
民
の
安
全
で
安
心
で
き
る
生

活
を
確

保
し
ま
す
。

 ～
東

日
本

大
震

災
に

よ
る

被
災

を
受

け
た

公
共

土
木

施
設

等
の

復
旧

を
行

い
ま

す
～

 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

実
施
予
定
箇
所

 

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
：
河
川
整
備
課

 
主
幹
 
平
野
 
（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
6
4
4
 
県
庁
内
線
3
5
8
5
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
港
 
湾
 
課

 
主
幹
 
宗
像
 
（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
4
9
8
 
県
庁
内
線
3
6
2
2
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

 

取
組
の
内
容

 

【
河
川
堤
防
の
復
旧
】

 
請
戸
川
（
浪
江
町
）
等

 
【
海
岸
堤
防
の
復
旧
】

 
関
田
地
区
海
岸
（
い
わ
き
市
）
等

 ５
 

太
平

洋
 

【
岸
壁
の
復
旧
状
況
】

 
相
馬
港
２
号
ふ
頭
（
相
馬
市
）

 
【
防
波
堤
の
復
旧
】

 
請
戸
漁
港
（
浪
江
町
）

 

Ⅰ
ー

（
２

）
 
公

共
土

木
施

設
等

の
復

旧
 

公
共
土
木
施
設
等
の
災
害
復
旧
（
東
日
本
大
震
災
）
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県
が
移
動
式
破
砕

機
の

運
転

業
務

を
委
託
し
、

県
や
市
町
村
等
の

災
害

復
旧

工
事

等
か

ら
排
出
さ

れ
た
建

設
副
産
物
を
再

資
源

化
し
、
災

害
復

旧
工
事

等
に
再

利
用
し
ま
す
。

 

ふ
く

や
ま
 

６
 

～
復

旧
・
復

興
事

業
か

ら
発

生
す

る
建

設
副

産
物

を
再

資
源

化
し

ま
す

～
 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
技

術
管

理
課

 
主

幹
 
和

田
 

 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
8
1
2
6
 
県

庁
内

線
3
5
4
1
 
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
の
状
況

 

取
組
の
内
容

 

○
従
来
よ
り
、
公
共

工
事

か
ら
発

生
す
る
建
設

副
産

 
 
物

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
や

ア
ス
フ
ァ
ル

ト
殻

等
）
は

、
再

 
 
資

源
化
施
設

で
再

資
源

化
し
、
再

利
用

し
て
い
ま
す
。

 
○
沿
岸
部
で
は
、
災
害

復
旧

工
事

に
よ
り
膨
大

な
量

の
建
設
副
産
物
の
発

生
が

見
込

ま
れ

る
一
方

で
、

元
々
再
資
源
化
施
設

が
少

な
か

っ
た
こ
と
に
加

え
て

避
難
指
示
区
域
等
で
再

資
源

化
施

設
が
操
業

停
止

に
な
る
な
ど
、
処
理

能
力

が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

 
○
ま
た
、
放
射
線
量
が

低
い
地

域
で
あ
っ
て
も
、
放

射
性
物
資
に
よ
る
汚

染
を
意

識
し
、
発

生
地
域

外
の
再

資
源
化
施

設
へ
搬

出
す
る
こ
と
が

困
難

な
状
況

で
す
。

 
○
こ
の
た
め
、
移
動

式
の

破
砕

機
を
導

入
し
、
建

設
副

産
物
を
再
資
源
化

し
ま
す
。

 

 【
イ

メ
ー

ジ
】

 

実
施
の
状
況

 

①
災
害
復
旧
工
事
等
に
よ
り
 

 
膨
大
な
建
設
副
産
物
が
発
生
 

④
工
事
現
場
で
再
利
用
 

③
移

動
式
破

砕
機
に
よ

り
再

資
源
化
 ②
仮
置
場
に
運
搬
・
集
積
 

Ⅰ
ー

（
２

）
 
公

共
土

木
施

設
等

の
復

旧
 

建
設
副
産
物
の
再
利
用
を
促
進
、
復
旧
・
復
興
事
業
を
加
速
化
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・
新
地
町
 埓

浜
地
区
 

・
相
馬
市
 
原
釜
・
尾
浜
地
区
 

・
広
野
町
 
浅
見
川
地
区
 

・
い
わ
き
市
 
久
之
浜
地
区
 
外
６
地
区
 

（
津
波
発
生
時

）
 
 
 
（
平
常
時
）
 

・
津
波
の
威
力

の
低
減
 
・
防
砂
・
防
風
・
防
潮
 

・
避
難
時
間
の
確
保
 
 
・
景
観
や
環
境
の
保
全
 

・
漂
流
物
の
捕
捉
 
 
 
・
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

 

総
合
的
に
防
災

力
が
向
上
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
津
波
に
対

す
る
「
多
重
防
御
」
の
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
被

害
を
軽
減
す
る
防
災
緑
地
を
整
備

し
ま
す
。
 

７
 

～
防

災
緑

地
を

整
備

し
、
「
多

重
防

御
」
に

よ
る

総
合

的
に

防
災

力
が

向
上

し
た

ま
ち

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
～

 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
ま
ち
づ
く
り
推

進
課

 
主

幹
 
寺

木
 

 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
8
6
8
 

 
県

庁
内

線
3
6
4
7
 
）
 

福
島

県
土
木
部

 

復
興
ま
ち
づ
く

り
の
イ
メ
ー
ジ

 

取
組
の
効
果

 

実
施
箇
所

 

復
興

道
路

 
鉄

道
 

農
地

 
住

宅
地

 
生

活
 

道
路

 

海 岸
 

堤 防
 

防
災

緑
地

 
イ
メ
ー
ジ
図

 

  

取
組
状
況

 

久
之

浜
防

災
緑

地
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

 

地
域
の
方
と
利
活
用

等
に
つ
い
て
話
し
合

い
な
が
ら
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
 

Ⅰ
ー

（
３

）
 
津

波
被

災
地

の
復

興
ま

ち
づ

く
り

 

津
波
被
害
を
軽
減
す
る
防
災
緑
地
の
整
備
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○
新
地
町
、
相
馬
市

、
南
相
馬
市
、
い
わ
き
市
 

 
・
土
壌
分
析
調
査

 
 
・
避
難
誘
導
階
段

整
備
 

 
・
浸
水
履
歴
標
識

設
置
 
等
 

 ○
県
外

か
ら
受
け

入
れ

る
土

砂
の

土
壌

分
析
調
 

 
査
を

行
い
ま
す

。
 

 

 
 

 
 

○
津
波

襲
来
時
等

、
海

水
浴

客
、

散
策

な
ど
の
 

 
利
用

者
を
海
岸

･砂
浜

か
ら

の
避

難
の

た
め
、
 

 
海

岸
堤

防
に

避
難

用
の

階
段

を
整

備
し

ま
す

。
 

 
 

○
災
害

の
記
憶
、

ま
た

迅
速

か
つ

的
確

な
避
難
 

 
を
行

う
た
め
の

注
意

喚
起

手
段

と
し

て
、
浸
 

 
水
履

歴
標
識
を

設
置

し
ま

す
。

 

○
市
街
地
整
備

事
業
（
土
地
区
画
整
理
事
 
 
 
 

 
業
、
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
等
）
な
 
 

 
ど
復
興
事
業

の
効
果
を
促
進
す
る
た
め
 
 

 
の
事
業
を
行

い
ま
す
。
 

ふ
く

や
ま
 

８
 

～
復

興
ま

ち
づ

く
り

に
よ

り
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
～

 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 
実
施
予
定
箇
所

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
ま
ち
づ
く
り
推

進
課

 
主

幹
 
寺

木
 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
8
6
8
 
県

庁
内

線
3
6
4
7
 
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
の
内
容

 
取
組
の
内
容

 

浸
水
履
歴

標
識
設
置
 

※
整

備
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

 

20
11

.3
.1

1 
東
日
本
大
震
災

 
津

波
浸

水
深

こ
こ
ま
で

 

Ⅰ
ー

（
３

）
 
津

波
被

災
地

の
復

興
ま

ち
づ

く
り

 

市
街
地
復
興
に
効
果
を
加
え
、
復
興
を
促
進
す
る
事
業
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 ・
毛
萱
仏
浜
地
区
海
岸
（
富
岡
町
）

 
・
井
出
地
区
海
岸
（
楢
葉
町
）

 
・
豊
間
地
区
海
岸
（
い
わ
き
市
）

 
・
相
馬
港
海
岸
（
相
馬
市
）

 
・
中
之
作
港
海
岸
（
い
わ
き
市
）

 
・
四
倉
漁
港
海
岸
（
い
わ
き
市
）

 
・

 
・
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
ほ
か

 

 

○
海
岸
堤
防
の
無
か
っ
た
区
間
に
堤
防
を
整

備
し
ま
す
。

 
○
水
門
を
整
備

し
、
背
後
地
の
被
害
軽
減
を

図
り
ま
す
。

 

  
津
波
被
害
を
受
け
た
沿
岸
地
域
の

ま
ち
づ

く
り
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
海
岸
堤
防
を
整

備
し
、
津
波
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

 

～
津

波
に

強
い

地
域

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

、
海

岸
堤

防
の

無
堤

区
間

を
解

消
し

ま
す

～
 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

実
施
予
定
箇
所

 

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
：
河
川
整
備
課

 
副
課
長
 
星
 
 
（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
4
8
6
 
県
庁
内
線
3
6
0
6
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
港
 
湾
 
課

 
主
幹
 
 
宗
像
 
（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
4
9
8
 
県
庁
内
線
3
6
2
2
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

 

取
組
の
内
容

 

【
海
岸
堤
防
の
整
備
】

 
相
馬
港
（
相
馬
市
）

 

９
 

【
海
岸
堤
防
の
施
工
状
況
】

 
夏
井
地
区
海
岸
（
い
わ
き
市
）

 

【
水
門
の
整
備
】

 
毛
萱
仏
浜
地
区
海
岸
（
富
岡
町
）

 

【
海
岸
堤
防
の
整
備
】

 
四
倉
漁
港
（
い
わ
き
市
）

 

実
施
予
定
箇
所

 

災
害
復
旧
箇
所

 

Ⅰ
ー

（
３

）
 
津

波
被

災
地

の
復

興
ま

ち
づ

く
り

 

津
波
被
害
を
軽
減
す
る
海
岸
堤
防
等
の
整
備
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 ・
地
蔵
川
（
新
地

町
）

 
・
宇
多
川
（
相
馬

市
）

 
・
真
野
川
（
南
相

馬
市
）

 
・
富
岡
川
川
（
富

岡
町
）

 
・
折
木
川
（
広
野

町
）

 
・
鮫
川
（
い
わ
き
市
）
 

 
 

 
等

 

 

○
津
波
の
河
川
遡
上
（
逆
流
）
な
ど
か
ら
、
浸

水
被
害
を
防

ぐ
た
め
、
河
川
堤
防

を
嵩
上

げ
し
ま
す
。

 
○
津
波
の
河
川
遡
上
（
逆
流
）
な
ど
か
ら
、
浸

水
被
害
を
防

ぐ
た
め
、
水
門
を
整

備
し
ま

す
。

 

  
津
波
や
高
潮
・
波
浪
の
河
川
遡
上
（
逆
流
）

か
ら
、
浸
水
被
害
の
軽
減
・
防
止
を
図
り
ま
す
。

 

～
津

波
に

強
い

地
域

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

、
河

口
部

の
河

川
堤

防
を

嵩
上

げ
し

ま
す

～
 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

実
施
予
定
箇
所

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
河

川
整

備
課

 
副

課
長

 
星

 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
4
8
6
 
県

庁
内

線
3
6
0
6
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

 

取
組
の
内
容

 

H2
3.

11
.1
国
土
地
理
院
撮
影

 

鮫
川
（
い
わ
き
市
）

 

JR
常
磐
線

 常
磐
勿
来
線

 

国
道

6号
 

河
川
堤
防
嵩
上
げ

 

１
０

 

曲
田

土
地
区
画
整
理
事
業

 

河
川
堤
防
嵩
上
げ

 

富
岡
川
（
富
岡
町
）

 

Ⅰ
ー

（
３

）
 
津

波
被

災
地

の
復

興
ま

ち
づ

く
り

 

津
波
被
害
を
軽
減
す
る
河
川
堤
防
等
の
整
備
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小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

○
津
波
被
災
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
等
を
支
援

 
 

 す
る
道
路
整
備

 
 

 
・
相
馬
亘
理
線

 
新
地
工
区

 
 

 
・
豊
間
四
倉
線

 
薄
磯
工
区

 
 

 
等

 

○
津
波
被
災
地
に
お
け
る
海
岸
堤
防
や
防

 
 

 災
緑
地
な
ど
の
防
災
・
減
災
機
能

の
役

 
 

 割
分
担
を
踏

ま
え
、
道
路
の
最
適
な
配
置

 
 

 や
構
造
形
式
を
選
定
し
、
災
害
に
強
く
、

 
 

 安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
道

 
 

 路
整
備
を
行
い
ま
す
。

 

 
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸

地
域
等
に
お
い
て
、
「
減
災
」
と
い
う
視
点
か

ら
、
防
災
機
能
が
強
化
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

 

１
１

 

～
津

波
被

災
地

に
お

い
て

、
複

数
の

手
法

を
組

み
合

わ
せ

た
「多

重
防

御
」に

よ
り

総
合

的
な

防
災

力
を

向
上

さ
せ

ま
す

～
 

取
組
の
目
的

 
実
施
予
定
箇
所

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 道

路
整

備
課

 
主

幹
 
鈴

木
 

 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
5
0
2
 
県

庁
内

線
3
5
7
0
）
 

福
島

県
土
木
部

 

復
興
ま
ち
づ
く

り
の
イ
メ
ー
ジ

 

取
組
の
内
容

 

相
馬
亘
理
線

 
新
地
工
区
（
新
地
町
）
 
完
成
イ
メ
ー
ジ

 
住

宅
地

 
生

活
道

路
 

農
地

 
鉄

道
 
復

興
道

路
 

防
災

緑
地

 

海 岸 堤 防 

Ⅰ
ー

（
３

）
 
津

波
被

災
地

の
復

興
ま

ち
づ

く
り

 

災
害
に
強
く
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
道
路
整
備
 

実
施
の
状
況

 

18



  【
整
備

内
容
】
親

水
施

設
整

備
、

遊
歩

道
整
備
 

          
 
広
野
町
の
母
な
る
ふ
る
さ
と
の
川
「
浅

見
川
」
に
お
い
て
、
住
民
等
が
憩

い
・
集

え
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、

ふ
る
さ
と
へ
の
帰
還
を
支
援
し
ま

す
。
 

１
２

 

～
親

水
空

間
の

整
備

に
よ

り
、
ふ

る
さ

と
へ

の
帰

還
を

支
援

し
ま

す
～

 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 
地
区
全
体
図

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
ま
ち
づ
く
り
推

進
課

 
副

課
長

 
佐

藤
 

 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
8
3
7
2
 
県

庁
内

線
 

3
6
3
8
）
 

福
島

県
土
木
部

 

取
組
の
内
容

 

大
谷
内

堰
 

国
道

6号
 

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

 

坊
田
橋

 

日
の
出
橋

 

A 

A 平
面
図

 

県
道

整
備

 

国
道
６
号
 

広
野

町
役

場
 

広
野
駅

東
側

 
開

発
事

業
 

復
興
公

営
 

住
宅
整

備
 

北 迫 川 

太
平

洋
 

防
災

緑
地

 
浅

見
川
 

Ｎ
 

整
備
イ
メ
ー
ジ

 

Ⅰ
ー

（
３

）
 
津

波
被

災
地

の
復

興
ま

ち
づ

く
り

 

ふ
る
さ
と
へ
の
帰
還
を
支
援
す
る
親
水
空
間
の
整
備
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○
東
日

本
大
震
災

等
を
踏

ま
え
、
浜

通
り
や
中
通

り
を
結

 
  
 ぶ

道
路
や
迂
回

路
の

無
い
幹

線
道

路
な
ど
の
整

備
・
強

 
  
 化

に
よ
り
、
災
害

に
強

い
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

 
  
 ま

す
。

 
○
ま
た
、
落
石
対
策

等
を
進

め
、
防

災
機
能

の
強
化

を
図

 
  
 り

ま
す
。

 

   
県
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
整

備
を
進
め
て

き
た
縦

・
横
６
本
の
連
携
軸
等
の
機
能
を
強
化
し
新

た
な
県
土
を
形
成
し
ま
す
。

 

１
３

 

～
災

害
に

強
く

信
頼

性
の

高
い

道
路

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
よ

り
復

興
を

推
進

し
ま

す
～

 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
：
道
路
管
理
課

 
主
幹
 
鈴
木
 
（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
4
6
8
 
県
庁
内
線
3
5
6
4
）
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
道
路
整
備
課

 
主
幹
 
鈴
木
 
（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
5
0
2
 
県
庁
内
線
3
5
7
0
）
 

福
島

県
土
木
部

 

取
組
の
内
容

 

実
施
の
状
況

 

●
落
石
対
策
の
実
施
例

 
●
再
生
・
復
興
を
支
援
す
る

 
 

 
道
路
の
整
備

 

 
 ○
浜
通
り
と
中
通

り
を
結
ぶ
、
復
興
を
支
援

 
 
す
る
道
路
整
備

 
 

 
 

 
・
原
町
川
俣
線

 
八

木
沢

 
 

 
 

 
・
小
野
富
岡
線

 
吉

間
田

 
 
等

 

○
迂
回
路
の
無
い
幹
線
道
路
整
備

 
 

 
 

 
・
国
道

2
5
2
号

 
滝

ﾊ
ﾞｲ
ﾊ
ﾟｽ

 
 

 
 

 
・
国
道

2
8
9
号

 
南

倉
沢

 
 

 
等

 

○
落
石
対
策

 
 

 
 

 
・
道
路
法
面
の
落

石
危

険
箇

所
約

５
０
箇

所
 

 
 

 
 

 
に
つ
い
て
対

策
を
行

い
ま
す
。

 

実
施
予
定
箇
所

 

小
野
富
岡
線
吉
間
田
工
区

 
（
い
わ
き
市
）
の
状
況

 

Ⅰ
－

（
４

）
 避

難
解

除
等

区
域

の
復

興
を

支
え

る
道

路
や

物
流

拠
点

の
整

備
 

浜
通

り
と

中
通

り
を

結
ぶ

道
路

 

落
石

の
発

生
を

防
ぐ

た
め

に
 

対
策

例
：

ロ
ー

プ
に

よ
る

防
護

 

再
生
・

復
興
を
支
援
す
る
道
路
整
備
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原
発
事
故
に
起

因
す
る
迂
回
交
通

に
よ
る

急
激
な
交
通
量

の
増
加
等
、
重
要
度

が
高

ま
っ
て
い
る
路
線

に
お
い
て
緊
急
的
な
現
道

の
安
全
対
策
を
行
い
、
避
難
住
民
や
復
興

事
業
従
事
者
な
ど
の
交
通
を
支
援
し
、
復

旧
・
復
興
の
一
層
の
加
速
を
図
り
ま
す
。

 

～
緊

急
的

な
現

道
対

策
を

実
施

し
、
避

難
住

民
等

の
交

通
を

支
援

し
ま

す
～

 

○
急
激
な
交
通
量
の
増
加
が
生
じ
て
い
る

 
 

 路
線
に
お
い
て
、
側
溝
整
備
に
よ
る

 
 

 現
道
拡
幅
、
見
通
し
の
悪
い
急
カ
ー
ブ

 
  
 区

間
の
注
意
喚
起
看
板
の
設
置
、

 
  
 沿

道
伐
木
に
よ
る
凍
結
対
策
（
日
照
確

 
  
 保

）
等
の
安
全
対
策
を
行
い
ま
す

。
 

 
 

 
 
 

 
 

 
～

県
民

の
安

全
・安

心
を

守
る

た
め

、
戦

略
性

を
持

ち
計

画
的

に
橋

梁
の

補
修

、
補

強
を

行
い

ま
す

～
 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
道

路
管

理
課

 
主

幹
 
鈴

木
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
4
6
8
 
県

庁
内

線
3
5
6
4
）
  

福
島

県
土
木
部

 
１
４

 

○
寸

断
さ

れ
た

浜
通

り
軸

の
迂

回
路

 
 

・
国

道
３

４
９

号
、

原
町

川
俣

線
 

 
等

 
○

避
難

市
町

村
の

帰
還

を
支

援
す

る
道

路
 

 
・

国
道

３
９

９
号

、
富

岡
大

越
線

 
 

等
 

実
施
予
定
箇
所

 

取
組
の
内
容

 

取
組
の
目
的

 

実
施
の
状
況

 
●

現
道

対
策

例
 
凍

結
抑

制
舗

装
（
国
道
３
４
９
号
小
野
町
）
 

〔
交
通
量
の
増
加
状
況
〕
 

現
道

状
況

 
実

施
後

の
状

況
 

Ⅰ
－

（
４

）
 避

難
解

除
等

区
域

の
復

興
を

支
え

る
道

路
や

物
流

拠
点

の
整

備
 

緊
急
的
な

迂
回

道
路
（

現
道

）
の
対

策
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 ・
小
名
浜
港
東
港

地
区
（
い
わ
き
市
）

 
・
相
馬
港
３
号
ふ
頭
地
区
（
新
地
町
）

 
・
相
馬
港
４
号
ふ
頭
地
区
（
新
地
町
）

 

 

○
特
定
貨
物
輸
入
拠
点
港
湾
に
指
定
さ
れ

た
小
名
浜
港
の
東
港
地
区
や
、
相
馬
港

３
号
ふ
頭
地
区
及
び
４
号
ふ
頭
地
区
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

 
○
企
業
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、

地
元
関
係
団
体
と
共
に
ポ
ー
ト
セ
ー
ル

ス
活
動
を
行
い
、
港
湾
の
利
用
促
進
を

図
り
ま
す
。

 

  
多
様
な
貨
物
需
要
や
船
舶
の
大
型

化
、
新

た
な
産
業
立
地
に
対
応
す
る
た
め
、
小
名
浜

港
及
び
相
馬
港
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

 

～
港

湾
整

備
を

行
い

、
地

域
産

業
の

復
興

と
国

際
物

流
を

支
援

し
ま

す
～

 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

実
施
予
定
箇
所

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
港

湾
課

 
主

幹
 
宗

像
 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
4
9
8
 
県

庁
内

線
3
6
2
2
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

 

取
組
の
内
容

 

相
馬
港

 

小
名
浜
港

 

東
港
地
区
 

３
号
ふ
頭
地
区
 

埋
立
護
岸
の
整
備

 

岸
壁
・
道
路
・
埋
立
護
岸
の
整
備

 

１
５

 

４
号
ふ
頭
地
区
 

Ⅰ
－

（
４

）
 避

難
解

除
等

区
域

の
復

興
を

支
え

る
道

路
や

物
流

拠
点

の
整

備
 

港
湾
の
整
備
と
利
用
の
促
進
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 阿
武
隈
川
上
流
流
域
下
水
道
（
県
北
処
理
区
）

 
阿
武
隈
川
上
流
流
域
下
水
道
（
県
中
処
理
区
）

 
阿
武
隈
川
上
流
流
域
下
水
道

（
二

本
松

処
理

区
）

 

 
 １
 
下

水
汚

泥
処

分
の

推
進

 
 

 
 
発
生
・
保
管

汚
泥

の
搬

出
先

の
確

保
 

２
 
保

管
場

所
の

確
保

 
 

 
 
放
射
能
濃
度

が
外

部
搬

出
基

準
を
上
回

り
、

 
 

 
処
分
出
来
な
か

っ
た
汚

泥
を
保

管
す
る
場
所

 
 

 
の
確
保

 
３

 
汚

泥
減

容
化

の
実

施
 

 
 

 
県
中
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
溶

融
施

設
、

 
 

 
仮
設
焼
却
施

設
に
よ
る
汚

泥
の

減
容

化
 

 
下
水
汚
泥
が
原
発
事
故
で
発
生
し
た
放
射

性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
外
部
搬

出
が
滞
っ
て
い
る
た
め
、
適
切
な
保

管
や
減

容
化
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
外
部
搬
出
先

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

１
６

 

～
安

心
し

て
生

活
で

き
る

環
境

の
確

保
に

向
け

て
～

 

１
ー

（
５

）
 
放

射
性

物
質

に
汚

染
さ

れ
た

下
水

汚
泥

の
適

切
な

処
理

処
分

 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 
実
施
予
定
箇
所

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
下

水
道

課
 
主

幹
 
佐

藤
 

 
（
電

話
0
2
4
 

-
5
2
1
 

-
7
5
1
3
 
県

庁
内

線
3
6
5
6
 
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
の
状
況

 

取
組
の
内
容

 

県
北
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
保
管
テ
ン
ト
状
況

 

テ
ン
ト
内
部

 

県
中
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
仮
設
焼
却
施
設

 

放
射
性
物
質
を
含
む
下
水
汚
泥
の
適
切
な
保
管
と
処
分
の
推
進
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小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

 ○
広
域
的
な
連
携
・
交
流

を
支

え
る
道

路
整

備
 

 
 ・
国
道
２
９
４
号

 
江
花

 
 

 ・
国
道
３
４
９
号

 
御
代
田

 
 

 
 

 
 

 
等

 
○
地
域
間
の
連
携
・
交
流
を
支

え
る
道

路
整

備
 

 
 ・
郡
山
湖
南
線

 
三
森
Ⅰ

 
 

 
 

 
 

 
等

 
○
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支

え
る
歩

道
等

の
整

備
 

 
 ・
飯
野
三
春
石
川
線

 
新

町
 

 
 

 
 

 等
 

○
戦
略
的
・
計
画
的
な
道

路
施

設
の

維
持

管
理

 
 

 ・
福
島
県
長
寿
命
化
計

画
に
基

づ
く
橋

梁
補

修
 

 
  
 約

４
０
箇
所
等

 
 

 

 ○
広
域
的
な
連
携
・
交
流
を
支
え
県
土
の
活

 
 

 力
を
高
め
る
道
づ
く
り

 
○
地
域
間
の
連
携
・
交
流
を
支
え
地
域
力
を

 
 

 高
め
る
道
づ
く
り

 
○

歩
道
整
備
等
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
暮
ら

 
 

 し
を
支
え
る
道
づ
く
り

 
○
福
島
県
長
寿
命
化
計
画
等
に
基
づ
く
、
予

 
 

 防
保
全
を
基
本
と
し
た
戦
略
的
・
計
画
的

 
 

 な
道

路
施
設
の
維
持
管
理
等

 
  
災
害
に
強
い
強

靱
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

や
、
計

画
的
・
戦
略
的
維
持
管
理
に
よ
り
、
地

域
の
活
力
や
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え

ま
す
。

 

１
７

 

～
活

力
や

安
全

・
安

心
な

暮
ら

し
を

支
え

る
道

路
整

備
、
戦

略
的

・計
画

的
な

道
路

施
設

の
維

持
管

理
し

ま
す

～
 

Ⅱ
－

（
１

）
 
安

全
で

安
心

で
き

る
生

活
環

境
の

確
保

 

取
組
の
目
的

 
実
施
予
定
箇
所

 

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
 
：
道
路
管
理

課
 
主
幹
 
鈴
木
 
（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
4
6
8
 
県
庁
内
線
3
5
6
4
）
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
道
路
整
備

課
 
主
幹
 
鈴
木
 
（
電
話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
5
0
2
 
県
庁
内
線
3
5
7
0
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
の
状
況

 

取
組
の
内
容

 

●
国

道
３
４
９
号

御
代
田

工
区
（
伊

達
市
）
に
お
け
る
バ
イ
パ
ス
整
備

 

地
域
間
の
連
携
・
交
流
を
支
え
地
域
力
を
高
め
る
道
づ
く
り
 

現
道

状
況

 
バ

イ
パ

ス
整

備
状

況
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 ・
右
支
夏
井
川

（
小
野
町
）

 
・
広
瀬
川
（
川
俣

町
）

 
・
田
付
川
（
喜
多

方
市
）

 
・
黒
谷
川
（
只
見

町
）
 

 
 
等

 

 

○
被
災
し
た
河
川
の
河
川
改
修
を
進
め
ま
す
。

 
○
市
街
地
河
川
の
河
川
改
修
を
優
先
的
に

進
め
ま
す
。

 

  
平
成

23
年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
や
台
風

15
号
に
よ
り
被
災
し
た
河
川
、
浸
水
被
害
が
頻

発
し
て
い
る
河
川
や
沿
川
に
人
家
が
密
集
し

て
い
る
市
街
地
河
川
の
治
水
安
全
度
の
向

上
を
図

り
ま
す
。

 

～
浸

水
被

害
が

頻
発

し
て

い
る

河
川

の
改

修
等

を
行

い
ま

す
～

 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

実
施
予
定
箇
所

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
河

川
整

備
課

 
主

幹
 
平

野
 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
6
4
4
 
県

庁
内

線
3
5
8
5
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
の
状
況

 

取
組
の
内
容

 

黒
谷

川
（
只

見
町
）
 
改
修
進
捗
状
況

 

１
８

 

右
支

夏
井

川
（
小

野
町
） 

改
修
進
捗
状
況

 

Ⅱ
－

（
１

）
 
安

全
で

安
心

で
き

る
生

活
環

境
の

確
保

 

治
水
安
全
度
を
向
上
さ
せ
る
河
川
改
修
の
推
進
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平
成

23
年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
で
土
砂
災

害
が
発
生
し
た
箇
所
の
応
急
的
対
策
の
み

な
ら
ず
、
周
辺
地
域
を
含
め
た
対
策
の
集
中

的
・
重
点
的
実
施
に
よ
り
、
土
砂
災
害
防
止

対
策
を
図
り
ま
す
。

 

１
９

 

～
平

成
2
3
年

新
潟

・
福

島
豪

雨
で

土
砂

災
害

が
発

生
し

た
箇

所
の

対
策

を
行

い
ま

す
～

 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
砂

防
課

 
主

幹
 
小

川
 

 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
4
9
1
  
県

庁
内

線
3
6
1
1
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
予
定
箇
所
の
状

況
 

〈
下
流
部
へ
の
土
石
流
流
出
状
況
〉
 

〈
流
域
内
に
残
存
す
る
堆
積
土
砂
〉
 

〈
施
設
整
備
予
定
箇
所
〉
 

 ・
二
軒
在
家
沢

（
只
見
町
）

 
・
黒
谷
川
（
只
見

町
）

 

 

○
再
度
災
害
防
止
を
図
る
た
め
、
一
定
期
間

内
（
お
お
む
ね
３
年
）
に
、
砂
防
え
ん
堤
等

の
施
設
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

 
 

取
組
の
内
容

 

実
施
予
定
箇
所

 

〈
応
急
的
対
策
完
了
状
況
〉
 

（
二
軒
在
家
沢
）
 

Ⅱ
－

（
１

）
 
安

全
で

安
心

で
き

る
生

活
環

境
の

確
保

 

土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る
砂
防
設
備
の
整
備
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・
あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園
（
福
島
市
）

 
 
・
逢
瀬
公
園
（
郡
山
市
）

 
 
・
い
わ
き
公
園
（
い
わ
き
市
）

 
 
・
福
島
空
港
公
園
（
須
賀
川
市
・
玉
川
村
）
 

 

 ○
老
朽
化
し
た
体
育
館
や
運
動
場
な
ど
の
 

 
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
施
設
の
更
新
 

 
を
し
ま
す
。
 

○
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
楽
し
く
利
用
で
 

 
き
る
よ
う
に
、
遊
具
を
更
新
し
ま
す
。
 

  ○
公
園
利
用
者

が
安
全
に
安
心
し
て
利
用

 
 

 で
き
る
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、
老
朽
化

 
   

  し
た
公
園
施
設
の
改
修
や
更
新
を
計
画

 
 

  的
に
推
進
し
ま
す
。

 
 

２
０

 

～
都

市
公

園
の

適
切

な
維

持
管

理
を

行
い

、
快

適
で

安
心

し
て

利
用

で
き

る
環

境
を

守
り

ま
す

～
 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 
実
施
予
定
箇
所

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
ま
ち
づ
く
り
推

進
課

 
副

課
長

 
佐

藤
 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
8
3
7
2
 
県

庁
内

線
3
6
3
8
 
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
の
状
況

 

取
組
の
内
容

 
整

備
前

 
◇

あ
づ
ま
総

合
運

動
公

園
 

 
 
県

営
あ
づ
ま
総

合
体

育
館

 
 

 
 
＜

設
備

更
新

＞
 

◇
逢
瀬
公
園

 
 

 
 
＜
遊
具
更
新
＞

 

Ⅱ
－

（
１

）
 
安

全
で

安
心

で
き

る
生

活
環

境
の

確
保

 

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
快
適
で
安
全
安
心
な
生
活
空
間
の
創
出
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既
存
の
道
路
施
設
を
長
持
ち
さ
せ
る
な
ど
、

計
画
的
・
戦
略
的
な
維
持
管
理
に
努
め
、
道

路
利
用
者
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
快
適
で
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
支
援

し
ま
す
。

 

～
活

力
や

安
全

・
安

心
な

暮
ら

し
を

支
え

る
道

路
整

備
、
戦

略
的

・計
画

的
な

道
路

施
設

の
維

持
管

理
し

ま
す

～
 

２
１

 

取
組
の
目
的

 
実
施
内
容

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
道

路
管

理
課

 
主

幹
 
鈴

木
 

 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
4
6
8
 
県

庁
内

線
3
5
6
4
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
の
状
況

 

取
組
の
内
容

 

○
道
路

の
安
全
性
と
交
通
需
要
に
対
処
す

 
 
る
た
め
、
路
面
、
路
側
、
構
造
物
等
の

 
 
維
持

修
繕
や
道
路
照
明
の

LE
D
化

を
 

 
進
め
、
道
路
空
間
を
常
に
良
好
な
状
態

 
 
に
保
ち
ま
す
。

 

○
長
寿
命
化
対
策

 
 
・
舗
装
補
修
に
つ
い
て
、
路

面
性

状
調

査
に
よ
り
デ
ー
タ

 
 

 
を
蓄
積
し
長
寿
命
化
計

画
に
基

づ
き
効

果
的

に
舗

装
 

 
 
補
修
を
推
進
し
ま
す
。

 
○
心
を
つ
な
げ
る
ふ

く
し
ま
の

道
づ
く
り

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
作

戦
）
 

  
 ・
観
光
拠
点
周
辺
の
維

持
・
補

修
に
お
い
て
地

域
の

 
 

  
 イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
よ
う
効

果
的

に
推

進
 

  
  
  
し
ま
す
。

 
○
道
路
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

 
 

 ・
経
費
や

C
O

2
の
削
減

を
図

る
た
め
、
修

繕
に
よ
る

L
E
D

 
 

 
 照

明
へ
の
更
新
を
推

進
し
ま
す
。

 

【
  
戦

略
的

と
は

…
  
】

 

○
単

な
る

現
状

回
復

で
は

な
く

、
  

○
使

い
や

す
さ

(用
)、

丈
夫

で
長

持
ち

す
る

こ
と

(強
)、

美
し

さ
(美

)に
配

慮
し

、
 

○
創

意
工

夫
を

凝
ら

し
て

質
・

機
能

の
向

上
を

図
る

 
 

な
ど

 

＜
効
率
的
・
効
果
的
に
舗
装
補
修
を
実
施
＞

 
＜

景
観

に
配

慮
し
て
防

護
柵

を
設

置
し
た
状

況
＞

 
 

長
寿
命
化
対
策
（
舗
装
補
修
）
 

心
を
つ
な
げ
る

 
ふ
く
し
ま
の
道
づ
く
り

 
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
作
戦
）
 

Ⅱ
－

（
１

）
 
安

全
で

安
心

で
き

る
生

活
環

境
の

確
保

 

道
路
維
持

補
修

事
業
に

よ
る

適
正
な

道
路

の
維
持

管
理
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 ①
河
川
：

49
1河

川
、
延

長
4,

64
1.

9k
m
、

10
ダ
ム

 
②
海
岸
：

91
地
区
海

岸
、
延

長
14

6.
6k

m
 

③
砂
防

：
砂
防
関
係

指
定

地
2,

04
3箇

所
 

④
港
湾
・
漁
港
：

7港
湾

、
10

漁
港

 
⑤
空
港
：
福
島
空

港
 

  

  
適
正
な
維
持
管
理

に
よ
り
、
施

設
機

能
を
充
分

発
揮
さ
せ

、
洪
水
・
高
波

・
土

砂
崩

れ
な
ど
に
よ
る
災

害
の
発
生
を
未
然

に
防

止
し
ま
す
。

 
 
ま
た
、
既
存
施
設
を
有

効
に
活

用
し
維

持
す
る
た

め
、
予
防
保
全
を
重

視
し
た
計

画
的

な
維
持
管

理
を
行
い
ま
す
。

 

～
河

川
等

の
公

共
施

設
を

適
正

に
維

持
管

理
し

、
生

活
の

安
全

・
安

心
を

守
り

ま
す

～
 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

実
施
予
定
箇
所

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
河

川
計

画
課

 
副

課
長

 
矢

内
 

 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
4
9
9
 
県

庁
内

線
3
6
0
5
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

 

取
組
の
内
容

 

老
朽
化
し
た
樋
門
の
補
修

 

◇
河
川
・
砂
防
施
設
等
の
維
持
管
理
◇

 

○
定
期

的
な
パ
ト
ロ
ー
ル

や
、
施

設
の

補
修
を
行
い
、

生
活
の
安
全
・
安

心
を
守

り
ま
す
。

 
○
港
湾
や
漁
港
、
空

港
施

設
な
ど
の

有
効

活
用
と
維

持
管

理
費
用
の
平

準
化

を
図

る
た
め
、
長
寿
命

化
計
画

を
策
定
し
て
計

画
的

な
維

持
管

理
を
行
い
ま

す
。

 

２
２

 

◇
港
湾
・
漁
港
施
設
の
維
持
管
理
◇

 横
ボ
ー
リ
ン
グ
孔

 
（
地
す
べ
り
対
策
）
の
洗
浄

 

老
朽
化
し
た
防
舷
材
の
修
繕

 

◇
福
島
空
港
の
維
持
管
理
◇

 

滑
走
路
の
点
検

 

Ⅱ
－

（
１

）
 
安

全
で

安
心

で
き

る
生

活
環

境
の

確
保

 

河
川
・
海
岸
な
ど
の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
確
保
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 ・
県
内
の
小
中
学
校
で
１
０
校
程
度
を
予
定

 

 

○
土
砂
災
害
の
現
象
と
対
策
の
模
型
を
作
成

し
、
模
型
実
験
を
通
じ
て
現
実
に
即
し
た

体
験
型
の
出
前
講
座
を
実
施
。

 
 

 
 
次
世

代
を
担
う
子
供
達
に
、
土
砂
災
害
か

ら
命
を
守
る
防

災
教
育
を
行
い
、
人
的
被
害

の
軽
減
と
防
災
意
識
の
高
い
人
材
の
育
成

を
図
る
目
的
で
、
平
成
１
５
年
度
か
ら
『
土
砂

災
害
か
ら
命
を
守
る
』
出
前
講
座
を
実
施
し
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

 
こ
れ
ま
で
の
講

義
に
加
え
て
、
土
砂
災
害
の

現
象
と
対
策
の
模
型
を
作
成
し
、
模
型
実
験

を
通
じ
て
現
実
に
即
し
た
体
験
型
の

出
前
講

座
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
子
供
達
の
関

心
度
や

理
解
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

ふ
く

や
ま
 

２
３

 

～
次

世
代

を
担

う
子

供
達

に
土

砂
災

害
か

ら
命

を
守

る
防

災
事

業
を

行
い

、
人

的
被

害
の

軽
減

と
防

災
意

識
の

高
い

人
材

を
育

成
～

 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 
実
施
予
定
箇
所

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
砂

防
課

 
主

幹
 
小

川
 

 
 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
4
9
1
 
県

庁
内

線
3
6
1
1
）
 

福
島

県
土
木
部

 

実
施
の
状
況

 

取
組
の
内
容

 

土
砂

災
害

の
模

型
例

（
左

か
ら

土
石

流
、

が
け

崩
れ

、
地

す
べ

り
）

 

模
型

を
活

用
し

学
習

効
果

の
向

上
を

図
る

 

出
前

講
座

の
実

施
状

況
 

Ⅱ
－

（
１

）
 
安

全
で

安
心

で
き

る
生

活
環

境
の

確
保

 

土
砂
災
害
防
災
教
育
の
充
実
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１
 
補
助
対
象
と
な
る
大
規
模
建
築
物

 
 
昭
和

56
年

5月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
民
間
の

建
築
物
で
、
耐
震
診
断

を
実
施
し
、
期
限
ま
で
に

県
等
へ
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
も
の

 
 

 
・
病
院
、
店
舗
、
旅
館
等
の
不
特
定
多
数
の
方

が
利
用
す
る
大
規

模
建
築
物

 
 
・
学
校
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の
避
難
確
保
上
、
特

に
配
慮
を
要
す
る
方
が
利
用
す
る
大
規
模

建
築
物

 
２

 
補
助
の
内
容

 
 
耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用

 
３

 
補
助
率

 
 
県
：

1/
3 

   

不
特
定
多
数
の
県
民
が
利
用
す
る
民
間
の

大
規
模
建
築
物
等
の
耐
震
診
断
を
支
援
し
、

耐
震
化
を
促
進

し
ま
す
。

 

２
４

 

～
民

間
の

大
規

模
建

築
物

等
の

耐
震

診
断

費
用

を
補

助
し

ま
す

～
 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
建

築
指

導
課

 
主

幹
 
川

音
 

 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
7
5
2
3
 
県

庁
内

線
3
6
6
7
）
 

福
島

県
土
木
部

 

耐
震
診
断
実
施
の
流
れ

 

取
組
の
内
容

 

耐
震

診
断

の
実

施
 

耐
震

診
断

の
結

果
の

報
告

 

耐
震

診
断

の
結

果
の

公
表

 

平
成

27
年

12
月

31
日

ま
で

 

大
規

模
建

築
物

等
 

【
耐
震
診
断
資
格

者
】
 

補
助

 

診
 断

 
 

国
 

(1
/
2

) 
県

 
（

1
/
3

) 

【
補
助
の
イ
メ
ー
ジ
】
 

事
業

者
等

 

(1
/
6

) 

耐
震
診
断
費
用

 

Ⅱ
－

（
１

）
 
安

全
で

安
心

で
き

る
生

活
環

境
の

確
保

 

大
規
模
建
築
物
等
の
耐
震
診
断
の
促
進
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・
中
央
線
外
１
線
（

伊
達
市
）
 

・
東
部
幹
線
（
郡
山

市
）
 

・
舞
台
田
上
勝
線
（

喜
多
方
市
）
 

・
平
磐
城
線
（
い
わ

き
市
）
 
外
１
０
路
線
 
 

○
交
通
渋
滞
の
解
消
、
高
速
交
通
施
設
へ
 

 
の
ア
ク
セ
ス
強
化
、
歩
行
者
等
の
交
通
 

 
安
全
の
確
保
な
ど
の
た
め
、
街
路
の
整
 

 
備
を
進
め
ま
す
。
 

 ○
災
害
時
の
避
難
路
確
保
等
の
た
め
、
電
 
 
 

 
線
の
地
中
化
を
推
進
し
、
安
全
な
ま
ち
 

 
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
 

○
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど

と
連
携
 
 

 
し
、
都
市
の
防
災
性
の
向
上
や

少
子
高
 
 

 
齢
化
な
ど
地
域
が
抱
え
る
諸
課

題
に
対
 

 
応
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
 
 

 
め
の
街
路
整
備
を
計
画
的
に
進

め
ま
す
。

 
 

ふ
く

や
ま
 

２
５

 

～
地

域
の

実
情

に
あ

っ
た

街
路

を
整

備
し

、
快

適
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

、
ま

ち
を

つ
く

り
ま

す
～

 

Ⅱ
ー

（
２

）
 
ふ

く
し

ま
の

活
力

を
支

え
る

社
会

資
本

の
整

備
 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 
実
施
予
定
箇
所

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
ま
ち
づ
く
り
推

進
課

 
副

課
長

 
佐

藤
 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
8
3
7
2
 

 
県

庁
内

線
3
6
3
8
 
）
 

福
島

県
土
木
部

 

交
流
と
に
ぎ
わ
い
を
支
え
る
街
な
か
の
道
づ
く
り
 

実
施
の
状
況

 

取
組
の
内
容

 

整
備
前

 

◇
平

磐
城

線
（

い
わ
き
市
）
 

＜
道

路
拡

幅
、
電
線
地
中
化
＞

 

完
成

イ
メ
ー
ジ
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既
存
市

街
地
～
新

し
い

ま
ち

（
都

市
セ

ン
タ

ー
 

 
ゾ
ー
ン

）
～
ア
ク

ア
マ

リ
ン

ふ
く

し
ま

～
い

わ
 

 
き
・
ら

・
ら
ミ
ュ

ウ
～

小
名

浜
港

等
を

連
携

 

 
さ
せ
、

魅
力
の
創

出
を

図
り

ま
す

 

○
既
存
市
街
地

～
新
し
い
ま
ち
～
港
の
 

 
回
遊
性
社
会

実
験
 

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 
等
 

 
小
名
浜
港
及
び
そ
の
背
後
地
で
は
、

復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
各
種
復

興
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
2
8

年
に
新
し
い
ま
ち
が
で
き
る
予
定
で
す
。
 

 
こ
の
た
め
、
「
既
存
市
街
地
」
「
新

し
い
ま
ち
」
「
港
」
を
融
合
さ
せ
る
べ

く
、
関
係
者
で
新
た
な
魅
力
の
コ
ン
セ

プ
ト
の
共
有
化
を
図
り
、
本
県
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
 

２
６

 

～
新

し
い

ま
ち

の
魅

力
創

出
を

目
指

し
ま

す
～

 

Ⅱ
ー

（
２

）
 
ふ

く
し

ま
の

活
力

を
支

え
る

社
会

資
本

整
備

 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
ま
ち
づ
く
り
推

進
課

 
副

課
長

 
佐

藤
 

 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
8
3
7
2
 
県

庁
内

線
 

3
6
3
8
）
 

福
島

県
土
木
部

 

小
名
浜
港
周
辺
の
新
し
い
ま
ち
の
魅
力
を
創
出
 

完
成
イ
メ
ー
ジ

 

取
組
の
内
容

 

Ｈ
２
８
完
成

 

い
わ
き
・
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ

 

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま

 

既
存
市
街
地
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 大
内
宿
地
区
（
下
郷
町
）

 
＜
バ
ス
乗
降
場
整
備
＞

 
    白
河
中
心
市
街
地
地
区

 
（
白
河
市
）

 
＜
景
観
に
配
慮
し
た

 
 

 
 

 
 

 
サ
イ
ン
整
備
＞

 

・
大
内
宿
地
区
（
下
郷
町
）

 
・
白
河
中
心
市
街
地
地
区
（
白
河
市
）

 
・
歩
く
県
道
地
区
（
柳
津

町
）

 
・
早
渡
地
区
（
小
野
町
）
 

 
 

 
 

 
 
等

 

○
文

化
や

伝
統

、
歴

史
的

街
並

み
な

ど
を

生
か
し
た
地

域
づ
く
り
 

○
観

光
資

源
の

活
用

や
広

域
的

連
携

に
よ

る
交
流
人
口

拡
大
を
図
る
地
域
づ
く
り
 

○
自

然
と

の
共

生
や

環
境

の
保

全
、

良
好

な
景

観
形

成
等

を
テ

ー
マ

に
し

た
地

域
づ

く
り
 

○
各

主
体

の
連

携
や

協
働

に
よ

り
実

現
さ

れ
る
個
性
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
 

○
浜
通
り
沿
岸
部
の
復
興
支
援
 

○
風
評
被
害
払
拭
に
向
け
た
観
光
支
援
 

 
  
 
 
各

主
体
の
役
割
分
担
の
も
と
、
社
会
資

本
整
備
を
通
し
て
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両

面
か
ら
地
域
活
性
化
の
た
め
の
仕
掛
け
づ

く
り
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。
 

ふ
く

や
ま
 

２
７

 

～
地

域
活

性
化

の
た

め
の

仕
掛

け
づ

く
り

と
魅

力
あ

る
地

域
づ

く
り

の
支

援
～

 

Ⅱ
ー

（
３

）
 
思

い
や

り
に

あ
ふ

れ
た

ま
ち

づ
く

り
・
地

域
づ

く
り

 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 
実
施
予
定
箇
所

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
ま
ち
づ
く
り
推

進
課

 
副

課
長

 
佐

藤
 

 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
8
3
7
2
 
県

庁
内

線
 

3
6
3
8
）
 

福
島

県
土
木
部

 

地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
 

実
施
の
状
況

 
取
組
の
内
容

 

小
峰
城

 

大
内
宿
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高
校
生
等
が
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続

的
に
本
県
復

興
の
担
い
手
に
な
る
こ
と

を
目
的
と
し

て
、
地
域
に
愛
着
を
持
つ

よ
う
な
取
組

を
行
い
ま
す
。
 

２
８

 

～
ま

ち
づ

く
り

を
通

し
て

未
来

を
担

う
子

ど
も

を
育

成
し

ま
す

～
 

Ⅱ
ー

（
３

）
 
思

い
や

り
に

あ
ふ

れ
た

ま
ち

づ
く

り
・
地

域
づ

く
り

 

小
中

学
校
を
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

す
る

歩
道
の

段
差
を
解
消
し
ま
す
。

 

取
組
の
目
的

 

※
こ
の

資
料

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

 
：
 
ま
ち
づ
く
り
推

進
課

 
副

課
長

 
佐

藤
 

 
（
電

話
0
2
4
-
5
2
1
-
8
3
7
2
 
県

庁
内

線
 

3
6
3
8
）
 

福
島

県
土
木
部

 

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
 

実
施
イ
メ
ー
ジ
（
喜
多
方
市
）

 

レ
ト
ロ
横

町
（
地

元
）

 
 

道
路
整
備

（
県
）

 
 

街
並

み
整

備
（
地

元
）
 

 

蔵
庭

整
備

（
県
）

 
 

＋
 高

校
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加

 

新
た
な
資
源
「
漢
字
」

 

 
・
喜
多
方
市
中
心
市
街
地

 
 

 
 
・
浜
通
り

 

実
施
予
定
箇
所

 

 
地
域
の
宝
の
発
見
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
る
ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮ
ｯ
ﾌ
ﾟ
や
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾗ
ﾑ
を
実
施
し
ま
す
。
 

取
組
の
内
容
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（単位：百万円）

事　　業　　名
区
分

担当課 事　業　概　要 事業費

空き家・ふるさと復
興支援事業

新
規

建築指導課

　市町村による空き家の実態調査、被災
者の住宅再建や県内への移住のために
実施する空き家改修費等の一部を補助す
る。

100

復興公営住宅整備
促進事業

（再掲）

継
続

建築住宅課

生活拠点課

　原子力災害により、長期避難を余儀なく
されている方々の居住の安定を確保する
ため、県が復興公営住宅を整備する。 45,029

ふくしまから はじめ
よう。子ども未来創
造まちづくり事業

（再掲）

新
規

まちづくり
推進課

　高校生等が地域に愛着を持ち、将来に
わたり継続的に本県復興の担い手になる
ことを目的とし、地域の宝の発見やまちづ
くりについて考えるワークショップやフォー
ラムを実施する。

14

インフラ復旧・復興
事業加速化プロジェ
クト事業

継
続

技術管理課

　沿岸部の災害復旧工事等から発生する
膨大な建設副産物（コンクリート塊等）の処
理について、移動式破砕機の運転業務を
委託し、再利用可能な材料を製造すること
により、効率的にインフラ復旧・復興事業
を進める。

59

下水汚泥放射能対
策事業

継
続

下水道課

　原発事故により放射性物質に汚染され
た下水汚泥の外部搬出が滞っているた
め、下水処理場内での適切な保管や減容
化処理を実施するとともに、外部搬出先の
確保に取り組む。

6,779

道路施設整備関連
調査事業（再生・復
興）

新
規

道路整備課

避難地域
復興課

　飯舘村は、震災からの復興、帰村に向け
て、雇用と産業・交流拠点施設「までい館
(仮称)」整備の検討を進めている。
　避難住民や復興事業従事者などの道路
利用者の安全・安心を確保するため、「ま
でい館（仮称）」整備計画に併せて、休憩
施設整備の調査設計を行う。

10

応急仮設住宅維持
管理事業

継
続

建築住宅課

　応急仮設住宅に入居している被災者の
居住環境を維持するため、応急仮設住宅
維持管理センターを設置し仮設住宅の補
修を行う。また、管理する市町村へ集会場
の光熱水費などの維持管理経費を補助す
る。

898

１　人口減少・高齢化対策プロジェクト

２（１）　環境回復プロジェクト

２（２）　生活再建支援プロジェクト

　　　福島県総合計画の「重点プロジェクトを推進する事業（重点事業）」のうち、
　　土木部事業は以下のとおり。

４ 平成26年度 重点事業（重点プロジェクト推進のための事業） 
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（単位：百万円）

事　　業　　名
区
分

担当課 事　業　概　要 事業費

住宅復興資金（二重
ローン）利子補給事
業

継
続

建築指導課

　震災発生時に既に住宅資金債務があ
り、震災により新たに住宅建設・補修等の
資金を借り入れることとなった被災者に対
し、残債務の利子を補助する。

120

安心耐震サポート事
業

継
続

建築指導課

　東日本大震災の教訓を踏まえ、災害に
強く安全・安心なまちづくりを推進するた
め、市町村が木造住宅の耐震改修に補助
する場合、その費用の一部を補助する。

28

安全安心耐震促進
事業

継
続

建築指導課

　県民の安全・安心を確保するため、市町
村が昭和５６年以前に建築された木造住
宅の耐震診断を実施する場合、その費用
の一部を補助する。

9

災害救助法による
救助

継
続

建築住宅課

建築指導課

　東日本大震災の被災者に対し、災害救
助法の規程に基づき被災者の保護を図る
ため、応急仮設住宅の供与と民間借上げ
住宅の家賃支払い等を行う。

23,613

復興公営住宅整備
促進事業

継
続

建築住宅課

生活拠点課

　原子力災害により、長期避難を余儀なく
されている方々の居住の安定を確保する
ため、県が復興公営住宅を整備する。 45,029

復興公営住宅入居
支援事業

継
続

建築住宅課

　復興公営住宅の入居対象者である居住
制限者は、全国に約3万世帯避難してお
り、膨大な数の問合せへの対応及び募
集・選定業務を円滑かつ適正に執行する
ため委託業務を行う。

61

空き家・ふるさと復
興支援事業

（再掲）

新
規

建築指導課

　市町村による空き家の実態調査、被災
者の住宅再建や県内への移住のために
実施する空き家改修費等の一部を補助す
る。

100

森と住まいのエコポ
イント事業

（再掲）

継
続

建築指導課

　県産木材を使用した住宅の新築等に対
し、県産品等と交換可能なポイントを交付
する。 25

土砂災害防災教育
事業

新
規

砂防課

　土砂災害による人的被害の軽減と防災
意識の高い人材の育成を図る目的で実施
してきた出前講座の効果を高めるため、土
砂災害の現象と対策の模型を製作し、活
用する。

3

ふくしまから はじめ
よう。子ども未来創
造まちづくり事業

新
規

まちづくり
推進課

　高校生等が地域に愛着を持ち、将来に
わたり継続的に本県復興の担い手になる
ことを目的とし、地域の宝の発見やまちづ
くりについて考えるワークショップやフォー
ラムを実施する。

14

２（４）　未来を担う子ども・若者育成プロジェクト
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（単位：百万円）

事　　業　　名
区
分

担当課 事　業　概　要 事業費

森と住まいのエコポ
イント事業

継
続

建築指導課

　県産木材を使用して住宅の新築・増改
築・購入をした建築主に対して、県産の農
林水産品等と交換可能なポイントを交付
する。

25

ふるさと帰還環境づ
くり事業

（再掲）

新
規

まちづくり
推進課

　広野町浅見川において帰還支援の環境
づくりとして、住民等が憩い・集える親水施
設の整備を行う。 20

小名浜の新たな魅
力創造事業

新
規

まちづくり
推進課

　新しいまちづくりに向けて、小名浜港と周
辺施設等との連携のあり方を検討するた
め、既存市街地と新たなまちを回遊させる
社会実験やシンポジウム等を行う。

13

道路整備事業
継
続

道路整備課

　災害に強く安全で安心なまちづくりを支
えるため、海岸堤防や防災緑地などと合
わせ、二線堤の機能も備えた道路を整備
する。

10,383

公共災害復旧費
継
続

河川整備課

　東日本大震災により被災を受けた公共
土木施設等の復旧を行う。 35,267

河川改修事業
継
続

河川整備課

　東日本大震災により被災した河口部の
河川堤防の嵩上げを実施し、浸水被害の
軽減を図る。

5,009

海岸整備事業
継
続

河川整備課

　東日本大震災を教訓に津波に強い地域
づくりを推進するため、海岸堤防の無堤区
間の解消を図る。

1,625

ふるさと帰還環境づ
くり事業

新
規

まちづくり
推進課

　広野町浅見川において帰還支援の環境
づくりとして、住民等が憩い・集える親水施
設の整備を行う。

20

防災緑地整備事業
継
続

まちづくり
推進課

　東日本大震災を教訓に津波に強い地域
づくりを推進するため、津波被害を軽減す
る機能を有する防災緑地を整備する。 9,427

小名浜の新たな魅
力創造事業

（再掲）

新
規

まちづくり
推進課

　新しいまちづくりに向けて、小名浜港と周
辺施設等との連携のあり方を検討するた
め、既存市街地と新たなまちを回遊させる
社会実験やシンポジウム等を行う。

13

２（５）　農林水産業再生プロジェクト

２（９）　ふくしま・きずなづくりプロジェクト

２（１０）　ふくしまの観光交流プロジェクト

２（１１）　津波被災地復興まちづくりプロジェクト
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（単位：百万円）

事　　業　　名
区
分

担当課 事　業　概　要 事業費

国道１１５号相馬福
島道路事業の負担
金

継
続

高速道路室

　被災地の早期の復旧・復興を図るため、
国道１１５号相馬福島道路の整備を促進
する。 5,580

道路整備事業
継
続

道路管理課
道路整備課
まちづくり
推進課

　東日本大震災等を踏まえ、災害に強い
道路ネットワーク構築を実現するため、浜
通りと中通りを結ぶ道路や津波被災地の
まちづくり等を支援する道路の整備を推進
する。
　また、落石対策等を進め、防災機能の強
化を図る。

19,861

緊急現道対策事業
継
続

道路管理課

　原発事故に起因する迂回交通による急
激な交通量の増加等が生じている路線に
おいて、緊急的な現道対策を実施する。 320

小名浜港東港地区
国際物流ターミナル
整備事業

継
続

港湾課

　国際バルク戦略港湾に選定された小名
浜港の取扱量の増大、船舶の大型化等に
対応するため、国と共同で防波堤・岸壁・
泊地・橋梁等の整備やふ頭の埋立造成を
行う。

4,475

相馬港３号ふ頭地
区国際物流ターミナ
ル整備事業

継
続

港湾課

　相馬港の取扱貨物量の増大、船舶の大
型化に対応するため、国と共同で防波堤・
岸壁・泊地・道路等の整備やふ頭の埋立
造成を行う。

937

公共災害復旧費（港
湾）

継
続

港湾課

　東日本大震災により被災した港湾施設
等の復旧を行う。

5,813

ふくしまから はじめ
よう。子ども未来創
造まちづくり事業

（再掲）

新
規

まちづくり
推進課

　高校生等が地域に愛着を持ち、将来に
わたり継続的に本県復興の担い手になる
ことを目的とし、地域の宝の発見やまちづ
くりについて考えるワークショップやフォー
ラムを実施する。

14

２（１２）　県土連携軸・交流ネットワーク基盤強化プロジェクト

※主たるプロジェクト以外の関連するプロジェクトへ掲載する場合に（再掲）と記載しています。
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【一般会計】 （単位：千円、％）

平成26年度
当初予算案額（Ａ）

平成25年度
当初予算額（B）

増減額（Ａ－Ｂ） 比較（Ａ/Ｂ*100)

復興・再生事業

33,954,242 41,920,659 △ 7,966,417 81.0

158,011,711 110,898,322 47,113,389 142.5

63,690,366 48,472,892 15,217,474 131.4

普 通 建 設 事 業 費 922,400 572,600

災 害 復 旧 事 業 費 52,077,666 38,571,777 13,505,889 135.0

国 直 轄 事 業 負 担 金 10,690,300 9,328,515 1,361,785 114.6

94,001,345 62,105,430 31,895,915 151.4

320,000 320,000 0 100.0

191,965,953 152,818,981 39,146,972 125.6

95,243,745 62,998,030 32,245,715 151.2

通常事業

16,611,765 13,443,110 3,168,655 123.6

74,574,914 72,317,198 2,257,716 103.1

17,370,253 15,894,956 1,475,297 109.3

普 通 建 設 事 業 費 1,284,407 2,139,479 △ 855,072 60.0

災 害 復 旧 事 業 費 5,539,792 4,018,018 1,521,774 137.9

国 直 轄 事 業 負 担 金 10,546,054 9,737,459 808,595 108.3

44,499,333 44,878,993 △ 379,660 99.2

12,705,328 11,543,249 1,162,079 110.1

8,901,826 8,907,253 △ 5,427 99.9

100,088,505 94,667,561 5,420,944 105.7

58,489,068 58,561,721 △ 72,653 99.9

合計（復興・再生事業＋通常事業）

50,566,007 55,363,769 △ 4,797,762 91.3

232,586,625 183,215,520 49,371,105 126.9

81,060,619 64,367,848 16,692,771 125.9

普 通 建 設 事 業 費 2,206,807 2,712,079 △ 505,272 81.4

災 害 復 旧 事 業 費 57,617,458 42,589,795 15,027,663 135.3

国 直 轄 事 業 負 担 金 21,236,354 19,065,974 2,170,380 111.4

138,500,678 106,984,423 31,516,255 129.5

13,025,328 11,863,249 1,162,079 109.8

8,901,826 8,907,253 △ 5,427 99.9

292,054,458 247,486,542 44,567,916 118.0

153,732,813 121,559,751 32,173,062 126.5

【特別会計】

3,300,000 3,300,000 0 100.0

11,002,326 3,484,354 7,517,972 315.8

(5,260,500) (1,025,300) (4,235,200) (513.1)

(5,741,826) (2,459,054) (3,282,772) (233.5)

16,062,506 16,888,512 △ 826,006 95.1

(1,585,600) (1,401,000) (184,600) (113.2)

(14,476,906) (15,487,512) (△1,010,606) (93.5)

30,364,832 23,672,866 6,691,966 128.3

【一般会計＋特別会計】

322,419,290 271,159,408 12,112,910 118.9

県 単 公 共

一 般 事 業 費

公共事業費計（災害復旧事業費及び国直轄事業負担金を除く）

一 般 事 業 費

維 持 補 修 費

県 単 公 共

公共事業費計（災害復旧事業費及び国直轄事業負担金を除く）

一 般 公 共

港 湾 整 備 事 業 特 別 会 計

維 持 補 修 費

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計

公 共 事 業 費

合    計

合    計

義 務 的 経 費

一 般 事 業 費

公 共 事 業 費

一 般 公 共

（ 一 般 事 業 費 ）

（ 公 共 事 業 費 ）

義 務 的 経 費

公 共 事 業 費

流 域 下 水 道 事 業 特 別 会 計

県 単 公 共

（ 公 共 事 業 費 ）

（ 一 般 事 業 費 ）

維 持 補 修 費

公共事業費計（災害復旧事業費及び国直轄事業負担金を除く）

合                                    　　計

合                                    　　計

合                                    　　計

一 般 公 共

（１） 平成２６年度 土木部当初予算集計表 

５ 資料編 

40



年
　
　
度

5
6
年

度
5
7
年
度

5
8
年
度

5
9
年
度

6
0
年

度
6
1
年

度
6
2
年

度
6
3
年

度
元

年
度

2
年

度
3
年

度
4
年

度
5
年

度
6
年

度
7
年

度
8
年

度
9
年

度
土

木
部

予
算

額
1
2
5
,6

4
2

1
2
6
,5

4
0

1
2
7
,2

1
4

1
2
4
,7

8
3

1
2
7
,9

5
7

1
2
8
,2

6
1

1
3
8
,1

4
6

1
5
8
,4

9
1

1
7
2
,9

2
4

1
8
1
,0

5
2

1
7
9
,4

6
6

1
8
7
,6

9
7

1
9
4
,4

6
0

2
3
0
,9

4
7

2
1
4
,9

5
1

2
3
1
,6

7
4

2
3
3
,9

3
3

県
予
算

額
に
占

め
る

土
木

部
の

割
合

2
4
.0

%
2
3
.0

%
2
2
.9

%
2
2
.3

%
2
2
.0

%
2
1
.4

%
2
2
.6

%
2
4
.9

%
2
5
.2

%
2
4
.6

%
2
2
.7

%
2
2
.7

%
2
3
.1

%
2
5
.6

%
2
3
.6

%
2
4
.6

%
2
3
.8

%
県

予
算

額
4
8
8
,8

4
3

5
2
3
,8

1
0

5
4
9
,2

1
0

5
5
5
,4

1
2

5
5
9
,6

2
9

5
8
1
,2

1
6

6
0
0
,0

4
1

6
1
2
,5

4
3

6
3
5
,4

8
2

6
8
5
,7

0
4

7
3
6
,6

2
9

7
8
9
,8

1
8

8
2
7
,1

6
3

8
4
0
,1

5
2

9
0
2
,8

5
8

9
4
2
,6

7
2

9
8
2
,4

1
7

年
　
　
度

1
0
年
度

1
1
年
度

1
2
年
度

1
3
年
度

1
4
年

度
1
5
年

度
1
6
年

度
1
7
年

度
1
8
年

度
1
9
年

度
2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

2
3
年
度

2
4
年
度

2
5
年
度

2
6
年
度

土
木

部
予

算
額

2
1
9
,6

5
5

2
1
6
,6

8
9

2
0
0
,0

1
4

1
9
0
,0

3
1

1
5
8
,7

5
4

1
5
7
,3

5
3

1
4
5
,2

1
7

1
3
6
,2

9
8

1
2
5
,8

9
0

1
1
6
,5

0
0

1
1
2
,2

4
6

1
0
9
,2

7
1

1
0
2
,9

9
3

9
9
,0

5
0

2
5
2
,9

4
5

2
4
7
,4

8
7

2
9
2
,0

5
4

県
予
算

額
に
占

め
る

土
木

部
の

割
合

2
1
.9

%
2
1
.5

%
1
9
.6

%
1
8
.8

%
1
6
.5

%
1
6
.8

%
1
6
.0

%
1
4
.7

%
1
4
.5

%
1
3
.7

%
1
3
.4

%
1
2
.5

%
1
1
.4

%
1
1
.0

%
1
6
.0

%
1
4
.3

%
1
7
.0

%
県

予
算

額
1
,0

0
1
,7

5
7

1
,0

0
9
,8

1
7

1
,0

1
9
,4

2
0

1
,0

1
0
,1

6
8

9
5
9
,9

4
3

9
3
6
,6

3
3

9
0
9
,6

2
9

9
2
5
,0

3
5

8
7
0
,9

2
9

8
5
1
,1

8
9

8
4
0
,7

1
9

8
7
5
,4

4
8

9
0
2
,2

2
0

9
0
0
,0

3
4

1
,5

7
6
,3

5
2

1
,7

3
1
,9

7
0

1
,7

1
4
,5

1
3

単
位

：
百

万
円0%

 

5%
 

10
%

 

15
%

 

20
%

 

25
%

 

30
%

 

35
%

 

0 
 

50
,0

00
  

10
0,

00
0 

 

15
0,

00
0 

 

20
0,

00
0 

 

25
0,

00
0 

 

30
0,

00
0 

 

35
0,

00
0 

 

部
予

算
（
復

興
・
再

生
）

 

部
予

算
（
通

常
）

 

県
予

算
に
占

め
る
土

木
部

予
算

 

（
２
）
 
土

木
部

一
般
会
計

当
初
予
算
の
推
移

 
県

予
算

に
占

め
る

 

土
木

部
予

算
(%

) 

2
,9

2
1
億

円
 

2
,3

3
9
億

円
 

9
年

度
当

初
県

予
算

 

9
,8

2
4
億

円
 

2
6
年

度
当

初
県

予
算

  

  
  
  

  
 億

円
 

41


	17道路地域間[修正版].pdf
	スライド番号 1

	26doboku.pdf
	バインダ2.pdf
	バインダ1.pdf
	１　平成２６年度当初予算要求規模.pdf
	スライド番号 1

	26.pdf
	26doboku.pdf
	26doboku１.pdf
	26doboku.pdf
	26doboku.pdf
	26doboku.pdf
	１-2　平成２６年度当初予算要求規模.pdf
	スライド番号 1


	２　要求方針.pdf
	様式


	３　主要事項.pdf
	様式


	3-1紙芝居.pdf
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28


	４　0203重点事業一覧表.pdf
	1環境回復



	５　資料編（１）当初予算集計表.pdf
	予算規模比較


	５　資料編（２）当初予算の推移.pdf
	同水準年





